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87

／
、
も
み
よ
う

公
文
名
石
塔

所
在
地
裾
野
市
公
文
名
字
舞
台
三
一
八
番
地
ほ
か

〆

、 一一〃-戸
／

、

位置図

位
置
箱
根
外
輪
山
西
麓
に
位
置
す
る
裾
野
市
公
文
名
は
、
中
央
を
流
れ
る
泉

川
と
箱
根
外
輪
山
の
沢
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
地
味
豊
か
な
沖
積
平
坦
地
が

展
開
す
る
と
こ
ろ
で
、
地
名
が
示
す
よ
う
に
中
世
佐
野
郷
に
属
し
た
歴
史
的
背
景

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
↑
〕
ろ
で
あ
る
。
本
石
塔
群
は
、
市
道
一
’
四
号
深
良
伊

豆
島
田
線
、
公
文
名
三
角
橋
交
差
点
か
ら
公
文
名
光
明
寺
に
至
る
道
路
が
東
に
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
高
村
製
材
所
裏
手
に
公
文
名
舞
台
石
塔
群
が
、
ま
た
光
明

寺
境
内
に
欠
損
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

石
造
物
公
文
名
舞
台
石
塔
群
は
、
水
田
と
畑
に
囲
ま
れ
た
方
約
八
ｍ
の
一
区

画
内
に
二
基
の
礎
石
を
据
え
、
そ
の
上
に
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
の
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
た
各
部
位
を
、
よ
せ
集
め
て
組
合
わ
せ
た
も
の
で
、
完
形
の
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
石
塔
１
は
、
台
石
に
宝
筐
印
塔
の
基
礎
、
塔
身
を
乗
せ
、
そ
の
上

に
五
輪
塔
の
空
・
風
・
火
輪
を
置
い
た
も
の
、
石
塔
２
は
、
反
花
座
・
基
礎
・
塔

身
の
上
に
、
五
輪
塔
の
空
・
風
・
火
輪
を
乗
せ
た
も
の
。
３
．
４
は
、
五
輪
塔
で

あ
る
が
、
各
部
位
を
よ
せ
集
め
て
組
合
わ
せ
た
も
の
で
、
完
形
の
も
の
と
は
み
な

し
に
く
い
。
散
在
す
る
各
部
位
の
な
か
に
、
宝
筐
印
塔
基
礎
が
幅
五
○
ｍ
を
超
え

る
も
の
が
あ
り
、
大
型
の
石
塔
が
あ
っ
た
》
｝
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ゞ
｝
の
舞
台
石

塔
の
残
存
各
部
位
は
総
じ
て
大
型
の
も
の
で
あ
る
》
）
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ

よ
り
北
東
約
一
五
○
ｍ
の
と
ゞ
｝
ろ
に
あ
る
光
明
寺
山
門
の
右
手
下
に
、
空
・
風
・

火
輪
の
み
の
不
完
形
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

現
状
地
元
の
人
に
よ
っ
て
、
定
期
的
に
手
入
れ
が
お
こ
な
わ
れ
、
保
存
状
況

は
良
好
で
あ
る
。

舞
台
石
塔
群
の
あ
る
一
区
画
は
、
一
筆
地
番
で
あ
り
、
近
世
か
ら
独
立
し
た
区

画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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公文名舞合石塔群全景

石塔2 石塔1
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石塔3石塔4

公文名光明寺五輪塔残部
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88

く
れ

久
根
五
輪
塔所

在
地
裾
野
市
久
根
字
前
之
田
四
九
三
番
地

裾
野
市
久
根
字
横
道
観
音
堂

O S古 100m"

一

ﾛ ﾛ ！ ～

Z､-語、

位置図

位
置
裾
野
市
久
根
八
幡
神
社
の
北
約
一
五
○
ｍ
の
、
道
路
添
西
側
の
一
角
に

近
世
末
の
念
仏
供
養
塔
、
馬
頭
観
音
像
な
ど
七
基
の
石
造
物
が
あ
る
が
、
そ
の
中

に
二
基
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
一
基
は
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
が
、
い
ま
一
基
は
火
・
水

輪
の
残
部
で
あ
る
。
こ
ゞ
）
よ
り
さ
ら
に
北
約
二
○
○
ｍ
の
横
道
観
音
堂
境
内
の
、

近
世
の
巡
礼
供
養
塔
石
造
物
群
の
な
か
に
一
基
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
》
）
の
五
輪
塔

は
、
堂
宇
東
側
道
添
の
最
奥
部
に
位
置
し
て
い
る
。

石
造
物
第
１
図
五
輪
塔
１
は
、
八
幡
神
社
北
方
の
五
輪
塔
で
、
ほ
ぼ
完
形
で

あ
る
。
高
さ
七
五
ｍ
あ
り
、
空
・
風
輪
は
一
石
で
つ
く
ら
れ
、
火
・
水
・
地
輪
は
、

高
さ
に
対
し
て
幅
が
せ
ま
く
、
総
じ
て
細
く
高
い
。
ま
た
、
同
所
北
側
に
五
輪
塔

の
地
輪
と
思
わ
れ
る
礎
石
上
に
火
輪
部
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
全
景

写
真
参
照
）
。

第
２
図
五
輪
塔
２
は
、
横
道
観
音
堂
内
の
五
輪
塔
で
、
方
形
台
石
の
上
に
乗
り
、

ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
高
さ
六
二
皿
台
石
か
ら
は
七
五
ｍ
あ
る
。
高
さ
に
対
し
て

幅
が
せ
ま
い
。
こ
れ
ら
三
基
の
五
輪
塔
の
い
ず
れ
に
も
刻
銘
は
な
い
・

現
状
道
路
添
西
側
に
あ
る
五
輪
塔
の
背
後
は
水
田
で
あ
る
。
風
化
が
は
げ
し

い
が
観
音
堂
五
輪
塔
と
共
に
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
定
期
的
に
手
入
れ
が
行
わ

れ
て
い
る
。

伝
承
道
路
添
の
五
輪
塔
は
、
以
前
は
西
よ
り
の
水
田
中
に
あ
っ
た
が
、
水
田

整
理
の
と
き
地
盤
の
固
い
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
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久根八幡神社北石造物全景
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CIn

E
第1図五輪塔1
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久根観音堂内五輪塔

２

CIn

EI I
－

第2図五輪塔2
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89

ふ
か
ら
こ
う
ぜ
ん
じ

深
良
興
禅
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
南
堀
興
禅
寺
境
内

易
一
・
込
狛
Ｙ
－
ｆ
‐
，

-ft/宇障7-=z二~．
1
，

一二
ノ一

1
7
J1 ／港s

位置図

位
置
裾
野
駅
の
北
々
東
約
二
・
八
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
深
良
興
禅
寺
は
、
中

世
豪
族
大
森
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
。
本
石
造
物
は
、
ゞ
）
の
興
禅
寺
西
側
裏
山

の
墓
地
参
道
途
中
の
右
手
に
五
輪
塔
一
基
と
同
残
部
一
基
、
墓
地
内
の
歴
代
住
職

墓
地
内
に
、
開
山
宝
筐
印
塔
一
基
及
び
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
の
残
部
が
散
在
す
る
。

石
造
物
第
１
図
石
塔
１
は
、
参
道
の
途
中
、
入
口
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
五

輪
塔
で
、
地
輪
の
大
半
が
崩
土
に
没
し
て
い
る
が
上
部
は
完
形
で
、
高
さ
五
六
四

火
輪
の
幅
三
○
皿
厚
さ
は
一
九
ｍ
あ
り
、
小
型
で
は
あ
る
が
重
厚
な
姿
を
し
て

い
る
。
第
１
図
石
塔
２
は
、
歴
代
住
職
墓
地
内
右
端
に
あ
る
宝
筐
印
塔
で
、
台
部

基
礎
に
「
開
山
」
と
刻
む
。
基
礎
下
部
の
反
花
座
を
欠
く
が
上
部
は
ほ
ぼ
完
形
で
、

高
さ
八
八
ｍ
あ
り
、
塔
身
に
三
字
の
梵
字
を
刻
む
。
そ
の
他
雑
多
な
組
合
わ
せ
で
、

五
輪
塔
の
火
輪
に
宝
筐
印
塔
の
相
輪
の
一
部
を
乗
せ
た
も
の
、
宝
筐
印
塔
の
基
礎

部
と
塔
身
、
五
輪
塔
の
水
輪
、
五
輪
塔
の
地
輪
と
火
輪
の
上
に
宝
筐
印
塔
の
塔
身

を
乗
せ
た
も
の
（
図
版
２
）
、
反
花
台
の
上
に
宝
筐
印
塔
の
基
礎
部
・
五
輪
塔
の
空

風
輪
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
（
図
版
３
）
、
五
輪
塔
の
水
・
火
輪
の
上
に
宝
筐
印
塔

の
塔
身
を
乗
せ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
遺
存
の
も
の
か
ら
検
討
す
る
と
、
少
な
く

と
も
五
輪
塔
が
五
基
、
宝
筐
印
塔
が
三
基
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
ほ
ぼ
完
形
の
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔
が
各
一
基
ず
つ
現
存
し
て
い
る
。
他

は
そ
れ
ぞ
れ
の
残
部
を
組
合
わ
せ
て
、
散
逸
を
防
い
で
い
る
。

伝
承
石
塔
２
の
開
山
宝
筐
印
塔
は
、
興
禅
寺
中
興
開
山
揚
天
宗
播
和
尚
〔
永

禄
二
一
年
（
菫
允
）
没
〕
の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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図版1全景写真開山宝筐印塔（下段右端）

図|版2図版3
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90

ふ
か
ら
わ
だ

深
良
和
田
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
和
田
二
○
一
七
番
地

位置図

位
置
裾
野
市
深
良
の
高
雄
山
の
丘
陵
か
ら
南
西
に
延
び
た
低
い
支
脈
に
抱
か

れ
て
、
南
に
開
い
た
方
五
○
ｍ
ほ
ど
の
谷
戸
地
形
が
あ
る
が
、
本
石
塔
群
は
、
そ

の
西
側
の
谷
戸
に
落
ち
込
む
急
斜
面
の
裾
部
に
位
置
す
る
。

石
造
物
近
世
の
墓
石
群
の
南
端
か
ら
、
向
か
っ
て
右
端
よ
り
五
輪
塔
一
基
、

宝
筐
印
塔
四
基
、
そ
の
左
端
は
相
輪
と
笠
部
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
左
へ
五
輪
塔

二
基
の
計
七
基
の
石
塔
が
並
ん
で
い
る
。
第
１
図
は
五
輪
塔
で
高
さ
五
八
皿

空
・
風
輪
が
や
や
大
き
い
が
重
厚
で
均
衡
も
と
れ
て
い
る
。
第
２
図
２
．
３
、
第

３
図
４
の
宝
筐
印
塔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
が
七
一
四
七
○
四
六
九
叩
あ
り
、

相
輪
部
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
形
態
を
し
て
い
る
。
共
に
反

花
座
を
欠
い
て
い
る
。
第
３
図
５
は
、
宝
筐
印
塔
の
相
輪
と
笠
部
の
残
っ
た
も
の

で
、
笠
部
隅
飾
突
起
が
や
や
外
反
し
、
他
の
右
側
の
宝
筐
印
塔
と
形
態
が
異
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
第
４
図
６
．
７
は
、
左
端
の
二
基
の
五
輪
塔
で
へ
そ
れ
ぞ
れ
高

さ
五
六
四
四
四
ｍ
で
、
火
輪
に
重
厚
さ
が
な
く
、
７
は
特
に
火
輪
が
薄
く
、
全

体
に
均
衡
が
と
れ
て
い
な
い
。

現
状
背
後
の
斜
面
か
ら
の
崩
壊
と
立
木
の
根
張
り
で
、
前
後
左
右
に
傾
き
が

み
ら
れ
る
。
土
屋
栄
宅
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

伝
承
こ
の
和
田
の
七
基
の
石
塔
は
、
一
九
二
○
年
代
の
東
堀
用
水
改
修
の
際
、

現
在
地
の
西
南
西
約
一
三
○
ｍ
の
用
水
泥
土
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
現
在
地
に
移

転
、
安
置
さ
れ
た
。
元
の
位
置
は
切
久
保
一
九
八
四
番
地
勝
又
卓
宅
地
内
の
山
際

に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
中
世
大
森
氏
ゆ
か
り
の
墓
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
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ﾛ

深良和田石塔群全景

1
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第1図深良和田石塔1
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第2図深良和田石塔2,3
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第六草石造物
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第3図深良和田石塔4,5
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6
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八
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第4図深良和田石塔6,7
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91〉
』
Ｉ
油
、
、
‐

。
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。
。
害
一
口
》
》

、
画
ｂ
可
も
ｗ
ｂ
０
．
．
０
（

さ
の
れ
ん
こ
う
じ

佐
野
蓮
光
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

所
在
地
裾
野
市
佐
野
字
本
宿
三
○
八
番
地

7
〃ひ『

|鳶 ’ ’ 言
ミヘミ、

:．:這辿グｲ./＝尋． ．

. ｜ ’ ､ ｡． .･

二 、、

－－－－二 、、

1 1

き､、
、、、
、

、 、、

ミ ’ ’一
’ 1

位置図

位
置
佐
野
蓮
光
寺
は
、
旧
国
道
二
四
六
号
、
近
世
の
矢
倉
沢
街
道
沿
い
の
佐

野
本
宿
に
あ
り
、
か
つ
て
本
寺
院
は
「
御
厨
横
道
霊
場
」
と
な
っ
て
い
た
。
本
石

塔
群
は
、
境
内
墓
地
の
東
側
最
前
列
に
あ
る
。

石
造
物
図
版
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
右
端
か
ら
無
縫
塔
を
中
に
し
て
宝
筐
印

塔
二
基
、
五
輪
塔
五
基
が
並
ぶ
。
第
１
図
１
の
宝
筐
印
塔
は
、
反
花
座
か
ら
高
さ

七
六
四
相
輪
最
上
部
が
欠
け
る
が
全
体
に
均
整
の
と
れ
た
、
重
厚
優
美
な
形
態

を
し
て
い
る
。
塔
身
に
四
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
第
２
図
２
の
宝
筐
印
塔
は
反

花
座
を
欠
き
、
相
輪
は
五
輪
塔
の
空
・
風
輪
を
置
く
。
第
２
図
３
の
五
輪
塔
は
、

高
さ
六
一
四
水
輪
が
大
き
く
張
り
、
火
輪
が
小
さ
く
、
や
や
均
衡
を
欠
く
。
水

輪
に
四
梵
字
を
刻
む
。
第
３
図
４
の
五
輪
塔
は
、
高
さ
五
七
ｍ
あ
り
、
形
態
は
比

較
的
よ
く
整
っ
て
い
る
。
第
３
図
５
は
、
地
輪
が
薄
く
貧
弱
で
あ
る
が
、
上
部
は

重
厚
で
あ
る
。
水
輪
に
梵
字
を
刻
む
。
第
４
図
６
の
五
輪
塔
は
、
高
さ
五
八
四

形
態
は
比
較
的
よ
く
整
っ
て
い
る
が
、
上
部
が
重
い
。
水
輪
に
四
梵
字
を
刻
む
。

第
４
図
７
の
五
輪
塔
は
、
地
輪
に
無
縫
塔
の
請
花
台
を
代
用
し
て
い
る
。
水
輪
の

安
定
感
が
な
い
。
梵
字
を
刻
む
。
な
お
こ
の
他
に
五
輪
塔
の
空
輪
・
風
輪
が
一
個

ず
つ
あ
る
。

現
状
保
存
状
態
は
良
好
で
、
よ
く
手
入
れ
が
行
届
い
て
い
る
。
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第六章石造物
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92

も
も
ぞ
の
じ
よ
う
り
ん
じ

桃
園
定
輪
寺
石
塔

所
在
地
裾
野
市
桃
園
字
山
下
一
五
四
番
地

位置図

位
置
裾
野
市
桃
園
は
、
愛
麿
山
東
南
麓
の
尾
根
末
端
に
挟
ま
れ
た
小
さ
な
入

谷
に
成
立
し
た
集
落
で
、
前
面
に
黄
瀬
川
が
流
れ
、
南
側
に
わ
ず
か
に
開
い
た
袋

状
の
と
》
）
ろ
に
あ
る
。
定
輪
寺
は
、
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
本
石
造
物
は

そ
の
境
内
に
あ
る
。

石
造
物
第
１
図
石
塔
１
は
、
定
輪
寺
山
門
を
入
っ
た
左
手
東
南
部
の
隅
に
あ

り
、
高
さ
は
台
座
よ
り
七
五
ｍ
の
変
形
宝
筐
印
塔
で
あ
る
。
反
花
座
は
な
く
、
基

礎
の
上
に
五
輪
塔
の
水
輪
を
置
く
。
隅
飾
突
起
の
笠
の
上
に
五
輪
塔
の
空
・
風
輪

を
乗
せ
る
。
全
体
の
寺
ハ
ラ
ン
ス
は
よ
く
整
っ
て
い
る
。
宗
祇
墓
と
さ
れ
て
い
る
。

第
１
図
石
塔
２
は
宗
祇
墓
入
口
の
垣
根
沿
い
に
あ
り
、
高
さ
は
台
座
か
ら
八
○
ｍ

で
、
こ
れ
も
変
形
宝
筐
印
塔
で
あ
る
。
下
部
の
花
座
が
逆
で
、
一
種
の
蓮
華
台

（
請
花
）
と
な
っ
て
い
る
。
塔
身
は
五
輪
塔
の
水
輪
と
な
っ
て
い
る
。
図
版
１
の

開
山
墓
は
、
歴
代
住
職
墓
群
の
中
央
に
あ
り
、
円
柱
台
座
の
上
に
蓮
華
台
を
置
き
、

五
輪
塔
の
水
輪
上
に
宝
筐
印
塔
の
笠
、
上
部
に
五
輪
塔
の
空
輪
を
乗
せ
て
あ
る
。

円
柱
台
座
に
「
開
山
」
「
康
正
二
丙
子
天
、
三
月
十
九
日
」
と
刻
し
て
あ
る
。
図
版

２
石
塔
３
の
自
然
石
無
縫
塔
は
、
境
内
南
側
垣
根
き
わ
に
あ
り
、
「
光
阿
弥
陀
平

氏
」
「
天
文
廿
一
壬
子
十
二
月
三
十
日
」
と
刻
し
て
あ
る
。
開
山
墓
の
刻
銘
年
号
の

書
体
は
、
他
の
歴
代
住
職
墓
の
円
柱
台
座
銘
文
の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
後
世
、

あ
る
時
点
で
い
っ
せ
い
に
造
立
さ
れ
た
疑
い
が
強
い
。
な
お
、
定
輪
寺
境
内
の
変

形
宝
筐
印
塔
と
同
じ
形
態
の
も
の
が
、
宗
祗
ゆ
か
り
の
静
岡
市
柴
屋
寺
に
存
在
す

る
。

現
状
手
入
れ
が
よ
く
行
届
き
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

伝
承
宗
祇
の
墓
は
、
定
輪
寺
北
西
三
○
○
ｍ
の
山
裾
に
あ
っ
た
が
、
現
在
地

に
移
転
し
た
と
い
う
。
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第六章 石造物

93

か
づ
ら
や
ま
せ
ん
ね
ん
じ

葛
山
仙
年
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
中
村
四
九
一
番
地
仙
年
寺
境
内

位置図

位
置
裾
野
市
葛
山
は
愛
鷹
山
東
麓
の
入
谷
状
の
静
か
な
山
村
で
あ
り
、
中
世

の
豪
族
葛
山
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
本
石
塔
群
は
、
葛
山
氏
菩
提
寺
と
さ
れ
る

同
地
の
仙
年
寺
裏
手
山
際
に
あ
り
『
葛
山
氏
歴
代
墓
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
）
｝
の

背
後
は
葛
山
城
跡
で
、
仙
年
寺
も
そ
の
城
郭
内
で
あ
る
と
す
る
。

石
造
物
墓
域
内
に
五
輪
塔
九
基
、
宝
筐
印
塔
八
基
が
遣
存
す
る
。
正
面
に
高

さ
一
二
三
四
火
輪
幅
五
二
四
水
輪
幅
六
一
ｍ
の
大
型
五
輪
塔
（
第
５
図
９
）

が
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
高
さ
五
○
’
六
○
ｍ
の
宝
筐
印
塔
と
五
輪
塔
が
「
［
」

形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
北
側
の
列
は
向
か
っ
て
右
端
か
ら
五
輪
塔
二
基
（
第
１

図
１
、
第
２
図
２
）
、
宝
筐
印
塔
三
基
（
第
２
図
３
、
第
３
図
４
．
５
）
、
奥
正
面

は
右
端
か
ら
宝
筐
印
塔
（
第
４
図
６
）
、
五
輪
塔
二
基
（
第
４
図
７
、
第
５
図
８
）

と
並
び
、
中
央
の
五
輪
塔
が
あ
り
、
次
に
五
輪
塔
（
第
６
図
皿
）
、
宝
筐
印
塔
二
基

（
第
６
図
ｕ
、
第
７
図
皿
）
と
並
ぶ
。
↑
｝
の
う
ち
皿
に
は
基
礎
部
正
面
に
「
為
蓮

修
造
立
供
養
所
也
道
源
」
、
右
側
面
に
「
康
応
元
年
十
月
」
、
左
側
面
に
「
十
五
日

敬
白
」
の
銘
文
が
あ
る
。
南
側
の
列
は
右
端
か
ら
宝
筐
印
塔
二
基
（
第
７
図
昭
、

第
８
図
Ｍ
）
が
並
び
、
こ
の
う
ち
週
に
は
基
礎
部
正
面
に
「
性
穏
禅
門
明
徳
戌

年
三
月
」
の
銘
文
が
あ
る
。
次
に
五
輪
塔
三
基
（
第
８
図
賜
、
第
９
図
略
・
Ⅳ
）

が
並
ん
で
終
わ
り
と
な
る
。
五
輪
塔
は
地
輪
部
が
不
揃
い
で
、
原
形
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
火
輪
の
高
さ
に
対
し
て
幅
が
せ
ま
く
、
背
が
高
い
共
通

点
が
あ
る
。
宝
筐
印
塔
は
伏
鉢
が
大
き
く
、
相
輪
に
安
定
感
が
失
わ
れ
て
お
り
、

隅
飾
突
起
が
外
反
す
る
も
の
も
あ
る
。

現
状
葛
山
城
趾
保
存
会
に
よ
っ
て
手
入
れ
が
よ
く
行
届
い
て
い
る
。
墓
地
東

南
隅
に
宝
筐
印
塔
の
塔
身
部
一
、
相
輪
部
一
、
五
輪
塔
空
・
風
輪
五
が
集
め
ら
れ

て
い
る
。
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第六章石造物

94

か
づ
ら
や
ま
か
み
ん
じ
よ
う

葛
山
上
城
宝
筐
印
塔
群

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
上
城

位置図

位
置
葛
山
上
城
は
、
葛
山
入
谷
地
形
の
西
奥
部
に
成
立
し
た
集
落
で
、
山
裾

に
抱
か
れ
た
と
ゞ
｝
ろ
に
あ
り
、
本
石
塔
は
集
落
を
形
成
す
る
人
家
の
中
に
点
在
し

て
い
る
。

石
造
物
第
１
図
石
塔
１
は
、
勝
又
明
地
内
の
芝
畑
中
央
に
あ
る
宝
筐
印
塔
で
、

台
座
か
ら
の
高
さ
約
五
七
四
上
部
の
相
輪
は
円
石
に
置
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。

反
花
座
は
な
く
て
塔
身
は
基
礎
部
と
大
き
さ
が
合
っ
て
い
な
い
。
本
石
塔
の
台
座

周
辺
に
、
相
輪
部
と
塔
身
部
が
置
か
れ
、
人
の
手
に
よ
っ
て
時
に
は
入
れ
変
え
ら

れ
る
と
い
う
。
図
版
１
の
石
塔
２
は
、
前
記
石
塔
１
の
西
約
一
五
○
ｍ
の
勝
又
一

地
内
に
あ
り
、
宝
筐
印
塔
の
塔
身
部
二
を
五
輪
塔
水
輪
の
上
下
に
積
み
重
ね
た
も

の
で
あ
る
。
下
部
塔
身
に
「
妙
祥
禅
（
門
）
康
応
巳
年
六
月
五
日
」
、
水
輪
上
の
塔

身
に
「
達
修
禅
勧
□
□
□
□
」
と
、
一
部
判
読
で
き
な
い
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

図
版
１
の
石
塔
３
は
、
西
川
久
男
地
内
に
あ
り
、
宝
筐
印
塔
の
笠
部
と
五
輪
塔
の

空
・
風
・
水
輪
を
交
互
に
積
み
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
残
部
か
ら
当
地
に

お
い
て
少
な
く
と
も
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔
が
数
基
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

現
状
所
有
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
存
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。
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第六章石造物

95

ふ
か
ら
む
か
い
だ
う
え

深
良
向
田
上
宝
筐
印
塔

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
向
田
上
三
二
七
九
番
地

位置図

位
置
深
良
の
須
釜
北
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
、
箱
根
山
麓
の
丘
陵
が
岩
波
の

駒
形
神
社
裏
手
ま
で
延
び
て
い
る
が
、
神
社
境
内
と
南
側
崖
下
の
勝
又
実
宅
と
の

間
に
、
採
土
に
よ
っ
て
削
り
残
さ
れ
た
丘
陵
末
端
部
分
が
あ
る
。
そ
の
狭
い
急
斜

面
の
わ
ず
か
な
空
間
の
山
林
中
に
あ
る
勝
又
家
墓
石
に
連
続
し
て
、
宝
筐
印
塔
が

存
在
す
る
。

石
造
物
ゞ
）
の
宝
筐
印
塔
は
、
平
成
三
年
（
一
発
一
）
二
月
、
市
史
編
さ
ん
事

務
局
の
濱
田
明
が
、
明
治
一
四
年
（
六
三
）
作
製
の
新
道
深
良
宮
城
野
線
測
量
図

に
記
載
さ
れ
た
「
与
右
衛
門
宅
地
跡
」
ほ
か
数
軒
の
宅
地
跡
調
査
を
し
た
と
き
に
、

「
佐
助
跡
」
（
現
勝
又
実
宅
地
）
確
認
の
た
め
、
裏
手
崖
上
に
あ
る
墓
石
を
調
査
中

に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
宝
筐
印
塔
は
樹
木
の
根
に
よ
っ
て
前
面
に
転
倒
し
て

い
た
が
、
組
み
合
わ
せ
て
一
個
体
と
確
認
で
き
た
も
の
が
二
基
あ
り
、
そ
の
ほ
か

に
反
花
座
二
、
基
礎
部
二
、
塔
身
部
一
と
、
五
輪
塔
の
空
輪
一
、
風
輪
一
、
火
輪

一
が
あ
っ
て
、
勝
又
家
墓
石
群
の
右
端
か
ら
五
輪
塔
一
基
、
宝
筐
印
塔
四
基
が
一

列
に
並
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
１
の
宝
筐
印
塔
は
、
現
存
の
高
さ
約
五

九
皿
下
か
ら
反
花
座
、
基
礎
、
塔
身
、
隅
飾
付
笠
部
、
相
輪
と
よ
く
整
っ
て
い

る
が
、
頂
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
基
礎
に
「
為
道
春
禅
門
」
の
刻
名
が
あ
る
。
図

２
の
宝
筐
印
塔
は
、
現
存
の
高
さ
約
五
七
四
反
花
座
を
欠
く
が
、
基
礎
、
塔
身
、

隅
飾
付
笠
部
、
相
輪
と
も
よ
く
整
っ
て
い
る
。
基
礎
に
「
明
心
禅
門
」
の
刻
名
と
、

塔
身
四
面
に
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
刻
名
の
字
体
は
、
葛
山
仙
年
寺
宝
筐
印
塔

の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。

現
状
山
林
中
に
あ
る
た
め
、
根
上
り
に
よ
っ
て
転
倒
し
易
い
状
況
に
あ
る
。

伝
承
勝
又
家
先
祖
の
墓
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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第六章石造物

弘
寺
》

一
息
も
い
“

ヘ
ガ
ー
薄

一
難
一

聯
陸
塗

》
燕

識

鍾《
蝋

斡
認

一
歩
一

¥“識蕊蕊， 。

鷲糠“琴 . ；罰唖

X鴛専蕊蝉 ・

鵜鶴識
＆屯

醗
鼬

踊
り

識

＝ L黙･
騨

深瞭縛､骨：
'騨鶏畿ミ＃

長泉町中土狩地蔵尊長泉町納米里五輪塔

（
参
考
石
造
物
）

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
中
土
狩
地
蔵
尊
石
像

（
一
四
四
三
）

「
嘉
吉
三
年
卯
月
二
十
四
日
奉
施
入
十
方
檀
那
敬
白
」
と
刻
ま
れ
て
い
る

と
ゞ
｝
ろ
か
ら
、
「
嘉
吉
地
蔵
」
と
も
い
わ
れ
、
駿
河
記
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
数

基
の
群
集
墳
の
上
に
建
て
ら
れ
、
高
さ
約
六
一
面
あ
り
、
頭
部
は
磨
滅
し
て
い
る
。

巨
勢
（
古
瀬
）
伊
予
守
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
所
に
隣
接
し
て
い
る
。

駿
東
郡
長
泉
町
納
米
里
五
輪
供
養
塔

旧
国
道
二
四
六
号
と
交
差
し
て
走
る
「
御
厨
道
」
と
い
わ
れ
る
古
道
の
路
傍
に

あ
る
。
高
さ
約
一
二
○
ｍ
の
大
型
五
輪
塔
で
あ
る
。
銘
文
に
「
奉
造
立
五
輪
塔
者

従
東
西
六
十
六
所
巡
礼
往
還
旅
宿
之
供
養
刻
彫
蕊
諸
天
洞
塵
二
科
究
筧
而
己

迄
詮
が
雫
辛
酉
六
月
日
俊
盛
敬
白
」
と
あ
り
、
年
代
の
わ
か
る
五
輪
塔
と
し

て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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